

表２
	N　　
検査項目および基準値
	項　目　の　説　明

	一般細菌　　　　100個/mL以下
	・下水、堆肥、土壌などに生育している細菌類が多く、一般的には無害な雑菌ですが、ときには病原菌が混在することもあります。
・清浄な水には少なく、汚濁された水ほど多い傾向があるので、汚染状況や飲料水の安全性を判定する上で有効な指標の一つです。

	　　　大腸菌　　　　　検出されないこと
	・主に、人や哺乳動物の糞便に由来します。
・し尿汚染の指標であり、陽性の場合消化器系病原菌による汚染の可能性があります。

	　　　亜硝酸態窒素　　0.04mg/L以下
	・広く自然界に存在していますが、基準を超える場合は、その原因（汚水等の流入）を追求し汚染対策をとる必要があります。
・無機肥料の使用、腐敗した動植物、生活排水、工場排水等に含まれる窒素化合物が、水や土壌中で化学的・微生物学的に酸化及び還元を受け生成されます。

	 　　 硝酸態窒素及び　10mg/L以下
亜硝酸態窒素
	

	　   塩化物イオン　　200mg/L以下
	・自然水は、少量の塩素イオンを含んでいますが、突然増加した場合は下水、し尿、工場排水等の混入による汚染の可能性が大です。
・海岸に近い井戸では海水の影響で高くなることがあります。

	　有機物　　　　 3mg/L以下
（全有機炭素（ＴＯＣ）の量）
	・水中の有機物質濃度を有機性炭素に注目して分析する方法で、この数値が大きくなれば、有機物が多く、水質が汚濁していることを意味します。

	pH値　　　  　5.8以上8.6以下
	・井戸水は土壌中の生物作用により生じた二酸化炭素のため酸性側であることが多い。
・ｐH値が７の時は中性、これより数値が高い場合はアルカリ性、低い場合は酸性です。
・大幅なPH値の変動は下水や工場排水等の汚染を疑わせる指標となります。

	臭気　　　　  　異常でないこと
	・汚水の混入や藻類の発生、地質等の影響によって異常が起こります。
・工場排水等の混入など人為的な原因による臭気の異常は、その汚染源の排除により正常となりますが、自然発生による臭気は環境影響により生じるものが多く、その除去は容易ではありません。
・味が感じられることは、下水、汚水、工場廃水等の混入、水道管の内面塗装、生物や細菌の繁殖などによる場合が多い。特に海岸地帯においては、海水の混入によって塩味を感じることがあります。

	味　　　　    異常でないこと

	

	色度　　　　　 ５度以下
	・水の色、濁りの程度を示し、汚染状態の目安になります。
・濁りは降雨の状況等によっても大幅な変動を示します。

	濁度　　　 　　２度以下
	


	


